

































































メール語に伝うabl ｢父｣またはab2 ｢牡牛｣のギリシア語にいう九oyoG (英字
訳logos) ｢知恵｣を以て開発されたとの疑いを濃密にさせる｡














(2)会計の特質を｢T字形の勘定形式｣ [黒沢,照明, 361]にとれば, Som-
bartから英語ratio ｢比･釣り合い｣であろう｡これは直接には羅語ratioに由



























ド英語辞典)によれば,英語costは, costl ｢味覚による試し｣, costZ ｢費用･
賦課額｣, cost3 ｢hppaと呼ばれる薬草,ギリシア語tc6070ち-焚語kustha (英









を含む名詞で, Kostl ｢味覚による試し｣, Kost2 ｢糧食｣, Kost3 ｢費用･出























ku(S) -　kus(tus) -　kies(en) -　kos(ten)
†　　　　　　†









kd sth ab2 -ku stham -kothah -kuthitah
(siippa)　‥ (頻病)  (腐敗) (胡散臭い)
















"Originally perhaps ku signi五ed `how (strange!) '.''
と注釈を添えるように,本来, kuは｢どうして(分からない./)｣を意味した

































































































ku4 1) ｢食べる｣の意(アツカド語akalu)で, nig-k山ni3-ku) ｢食べる品物-





ku6 1) ｢甘い･ (味覚に)心地好い｣の意(アッカド語matku)で, kush,kur















































































































謂々と全く同じく[Gomberg,HC,20], kalam ｢国土｣のgi義一bur ｢管理｣に
あったとする｡
なお,ここで｢勘定(の釣り合い)｣と訳出したnig一言idの前綴はni, ni3とも




















かにはsag-nig-gurll-ra[-kam] ｢借方｣やugtl PN ba-a-gar ｢PN (人名)に貸記
する｣などの用例が遣るからである｡
この意味でtokenとbullaは今日の複記式会計の祖であり, ｢二元性原理ま








































































小麦3グル, 4ピ, 1バン, 5シラ



















荒挽き粉18グル, 3ピ, 1バン, 4シラ
10　細挽き粉35グル, 4ピ, 1バン, 5シラ
この工場で満たされた粉,大麦粉4ピ, 1バン
これに要した作業量は7,226日































合計,柵挽き粉2グル, 1ピ, 4バン, ll/2シラ
合計,パン4バン, 4シラ
10　合計,大麦換算で300グル, 1ピ, 1バン, 61/2シラ
合計, gem6労働者日数10,715日
控除した





























































設定書式X-ta ｢(商品) 1単位につき(大麦または銀) Ⅹ (単位)｣と②価格設定書
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式ktl-bi ｢その銀の値｣を用い出したからである[S. snell, IJ&P]｡
これを証するため,史料37を用意した[snell,L&P, 18f.]｡これはUr Ⅲ期
Amar-Sin 7年(前2040年)に記録されたnig-ka9lak Ur-dDumu-zi-da dam-gar
｢商人ウルドゥムジダの銀残高勘定｣で, (丑その1列8110の備考にはi-bi-za-bi
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